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はじめに

上田長野地域の50年後の人口は、現在より38％減少し、高度成長期

始めの昭和30年代と同等の人口規模まで減少すると見込まれます。

また、令和６年能登半島地震、豪雨災害では、水道・下水道施設が

大規模に被災し、断水が広範囲で長期間続きました。今後さらに、

地震や水害などの災害への備えが必要とされています。

これらの課題に対応し、将来にわたって適切な料金で安全・安心な

水道水を安定的にお届けするためには、水道の基盤強化を図る必要が

あります。

そこで、長野県企業局、長野市、上田市、千曲市及び坂城町では、

将来を見据え、水道の基盤強化に向け、地域にふさわしい水道事業の

あり方についてた広域化を一つの方向性として検討してきました。

令和６年４月に長野県企業局、長野市、上田市、千曲市及び坂城町

の首長等が上田長野地域水道事業広域化協議会を設置し、更なる検討

協議を重ねています。
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長野市

千曲市

坂城町

上田市

上田長野地域の水道事業の現況１

(１) 給水人口

給水人口
割 合
（a/b）

給水人口
(人)
(a) 県企業局市 水

62.4%99,676261,167360,843長 野 市

9.1%46,2726,64152,913千 曲 市

2.4%13,635－13,635坂 城 町

26.1%21,660129,413151,073上 田 市

－181,243397,221578,464計(b)

水道管延長
（km）

配水池
（箇所）

浄水場
（箇所）

水 源
（箇所）

職員数
（人）

給水面積
（k㎡）

2,485.82532057123191.35長 野 市

95.2541144.35千 曲 市

1,034.79752859117.73上 田 市

1,478.96021650292.25県企業局

5,094.641531112236605.68計

(２) 給水面積・職員数・施設数
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水道事業の課題２

近年多発する大規模災害
などの緊急時の対応が必要

（ 危 機 管 理 対 策 ）

最近の大規模断水の事例

和歌山市:老朽水道橋の落下（６万戸断水)

静 岡 市:台風災害（６.３万戸断水）

石 川 県:能登半島地震（11万戸超断水）

水道事業を支える
人材（職員）不足

職員数

294人
236人

151人20％
減少

36％
減少

Ｈ15 Ｒ４ Ｒ53

※Ｈ15･Ｒ４：水道統計調査(長野県)から
※Ｒ53：将来推計人口と同じ割合で減少

した場合の推計値

人口減少などにより、
料金収入が大幅に減少

Ｒ４ Ｒ53

料金収入

117億円 78億円

33％減少

※Ｒ４年度決算値
※Ｒ６年度「上田長野地域水道事業

広域化に関する検討報告」におけ
る推計値

施設の老朽化などにより、
維持管理や更新に膨大な費
用が必要

112億円（億円）

Ｒ４ Ｒ53

1.4倍

100

0

83億円

※Ｒ４年度決算値
※Ｒ６年度「上田長野地域水道事業

広域化に関する検討報告」におけ
る推計値

(１) 共通課題

(２) 施設状況

基 幹 管 路
耐 震 化 率
(高い方が良い)

管 路 全 体
耐 震 化 率
(高い方が良い)

管 路 全 体
経 年 化 率
(低い方が良い)

浄 水 施 設
耐 震 化 率
(高い方が良い)

浄 水 施 設
経 年 化 率
(低い方が良い)

44.0 %16.4 %30.2 %62.9 %2.3 %長 野 市

41.4 %7.8 %14.7 %0.0 %0.0 %千 曲 市

32.1 %11.0 %20.0 %13.7 %55.6 %上 田 市

42.5 %22.5 %11.0 %100.0 %0.0 %県企業局

※ 経年化率：耐用年数を超えた割合

基幹管路：全管路のうち導水管、送水管、配水本管のこと 4
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水道事業広域化の検討経過３
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経 過年 月

「水道事業運営研究会」を設置
将来の広域化・広域連携を見据えた水道事業のあり方を検討

８月平成26年

水道法の改正により、持続可能な水道事業に向けた経営基盤強化のため、
広域化の推進等が打ち出される

12月平成30年

厚生労働省のモデル事業による「水道施設の最適配置計画の検討」結果公表５月令和３年

「上田長野地域水道事業広域化研究会」を設置
水道事業の広域化について研究

７月

上田長野地域水道事業広域化に関するシンポジウム開催11月

研究会の検討結果を公表３月令和４年

地区役員へ広域化について説明（６月～10月、27地区）６月令和４年

説明チラシ「水道の将来をみんなで考えてみませんか」を全戸配布（11月１日）11月

市民説明会開催（20日・24日・27日・29日、４会場）11月

市民説明会開催（８月～10月、20会場）８月令和５年

市民アンケート実施10月

水道の未来を考えるシンポジウム開催11月

「上田長野地域水道事業広域化協議会」を設置
水道事業の統合を目指し、広域水道企業団の設立に向けた検討、協議

４月令和６年

第３回協議会
上田長野地域水道事業広域化に関する論点整理を公表【参考資料１・２】

10月



長野上田地域の広域化検討について

72.7％
・取り組むべき

・どちらかと言えば
取り組むべき

23.8％
・なんとも言えない

・わからない

・無回答

3.5％
・どちらかと言えば取り組むべきでない

・取り組むべきでない

【広域化への期待】

・水道料金の値上幅の抑制

・水道設備の更新や耐震化が進む

・国の補助金を活用することができる

・施設の統廃合などにより各事業体で個別経営を
続けるよりも維持管理・投資が効率化される

【広域化した場合の不安・課題】

・料金値上幅が本当に抑制されるか

・お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下
しないか

・水質などの安全性
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市民アンケート（長野市）［令和５年10月］４

(１) 調査目的

将来の水道事業のあり方を検討していく上で、市民の水道水に対する意識や水道事業(広域
化検討含む)に対する意見、要望等を把握すること

(２) 調査対象、期間、方法、有効回答数（有効回答率）

対象者 ： 満18歳以上の市民 6,000人

期 間 ： 令和５年10月17日～10月31日

方 法 ： 郵送配布、郵送又はWEBによる回答

有効数 ： 2,046件（有効回答率：34.1％）

(３) 結 果 (４) 回答の多かった意見



効 率 性 の 向 上
・基幹浄水場（染屋･諏訪形･四ツ屋･犀川）を最大限に活用

・上田から長野までの高低差を有効的に活用

・将来の人口減少を見据えた施設規模への統廃合

・主要な浄水場（水源）を管路でつなぎ一体化

・千曲川の両側に送水管路を整備するなど基幹管路の二重化

・基幹施設の耐震化促進と老朽化施設の解消

代替性･多重性の確保

強 靭 性 の 向 上

水道事業広域化による最適な水運用５

7※令和６年10月 第３回上田長野地域水道事業広域化協議会の論点整理より作成

主要な施設（現在） 広域化に向けた施設整備

犀川浄水場
（長野市）

夏目ケ原浄水場
（長野市）

往生地浄水場
（長野市）

川合新田水源
（長野市）

四ツ屋浄水場
（県企業局）

八幡浄水場
本郷浄水場
（千曲市）

諏訪形浄水場
（県企業局）

染屋浄水場
（上田市）

染屋浄水場
（上田市）

諏訪形浄水場
（県企業局）

四ツ屋浄水場
（県企業局）

犀川浄水場
（長野市）

新規水源開発
(滝の入水源)

諏訪形浄水場系統へ変更

染屋浄水場系統へ変更

浄水処理機能を段階的

に廃止に向け検討

長野市給水区域

千曲市給水区域

上田市給水区域

県企業局給水区域

基 幹 浄 水 場

主 要 な 浄 水 場

既 設 送 水 管

新 設 送 水 管

凡　例

上田市

坂城町

千曲市

長野市



❶浄水場連絡管整備(四ツ屋～犀川)
φ400×4km 22億円

❸八幡浄水場、本郷浄水場廃止に伴う整備
送水管、送水ポンプ場、配水池 30億円

❹浄水場送水管二重化整備(諏訪形～四ツ屋)
φ700×30km 282億円

❻染屋浄水場耐震化・更新
46,800㎥/日 54億円 ※R16まで(以降も工事継続)

❺浄水場連絡管整備(染屋～諏訪形)
φ300×3 km ７億円

❼新規水源(滝の入)整備
水源整備、送水管 10億円

❷川合新田水源への送水管二重化整備
φ300～400×22km 70億円

❽広域監視設備整備
新拠点から水道施設広域監視 25億円

計 500億円（概算）
令和8年度から16年度までの実施分（補助率：1／3）

万葉橋

新規水源開発
(滝の入水源)

常田新橋

上田大橋
❻

❹

染屋浄水場
（上田市）

神科配水池
エリアへ

石舟浄水場
（上田市）

❼

諏訪形浄水場
（県企業局）

千曲橋

千曲川

❹
八幡浄水場
本郷浄水場
（千曲市）

❸

❽広域監視設備整備
新拠点からの
水道施設広域監視

犀川 ❶

犀川浄水場
（長野市）

四ツ屋浄水場
（県企業局）

夏目ケ原浄水場
（長野市）

❷

往生地浄水場
（長野市）

川合新田水源
（長野市）

❺

水道事業の広域化（事業統合）により実現する広域ネットワーク化に必要な施設整備事業
・連絡管等の整備、幹線管路の二重化整備、基幹浄水場の更新・集中監視設備の整備など

※事業費は令和8～16年度の実施を想定した事業費であり、今後策定
する事業計画にて事業費を精査予定

※国庫補助額は事業費の1/3であるが、現段階でその額は確定された
ものではない

上田市内の県水区域は
染屋系統へ変更する方針

（通常時、染屋系統は
上田市内までの給水）

施設整備計画６

(１) 広域化事業（国庫補助）

8※令和６年10月 第３回上田長野地域水道事業広域化協議会の論点整理より作成



500億円を上限（広域化事業と同額）
令和8年度から16年度までの実施を想定（補助率：1／3）

119億円

単独事業

運営基盤強化等事業

・令和8年度から16年度までの実施を想定
（年間13億円）
・令和17年度以降は年間109億円を見込む

❾ 全域の運営基盤強化に資する施設・管路等

❿ 広域監視設備専用回線更新

広域化事業の額を上限に、運営基盤を強化するために必要な施設・設備に関する整備事業
・耐震化、老朽化対策に関する管路、施設及び設備の整備など （運営基盤強化等事業）

千曲橋

万葉橋

常田新橋

上田大橋

神科配水池
エリアへ

新規水源開発
滝の入水源

石舟浄水場
（上田市）

千曲川

川合新田水源
（長野市）

犀川

八幡浄水場
本郷浄水場
（千曲市）

犀川浄水場
（長野市）

四ツ屋浄水場
（県企業局）

夏目ケ原浄水場
（長野市）

染屋浄水場
（上田市）

諏訪形浄水場
（県企業局）

❿広域監視設備更新
NTTアナログ専用回線廃
止に伴う整備（全域）

❾ 施設・管路の耐震化
老朽施設・管路の更新ほか
(全域）

往生地浄水場
（長野市）

上田市内の県水区域は
染屋系統へ変更する方針

（通常時、染屋系統は
上田市内までの給水）

(２) 運営基盤強化等事業（国庫補助）及び単独事業

R8 R16 R53

1
,1
1
9
億

円
（
1
2
4
億

円
/
年

）

広域化（国庫補助）

500億円
（56億円/年）

運営基盤（国庫補助）

単独事業

119億円（13億円/年）

500億円
（56億円/年）

（
1
0
9
億

円
/
年

）

補助期間：9年間 期間：37年間

検討期間：46年間

単独事業
（109億円/年）

〇 今後46年間の年間事業計画

事業の内訳はＰ８参照

事業の内訳はＰ９参照

9※令和６年10月 第３回上田長野地域水道事業広域化協議会の論点整理より作成

施設整備計画６
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(３) 水道事業運営基盤強化推進等事業（国庫補助メニュー）

①広域化事業
内 容：水道事業の広域化（事業統合または経営の一体化）に伴って行う施設整備事業
交付率：１／３

②運営基盤強化等事業
内 容：広域化後の圏域において運営基盤を強化するために必要な施設の整備に関する事業
交付率：１／３

③活用ポイント
・全体計画は原則10年とし、令和16年度までの時限事業
・広域化事業の交付総額が運営基盤強化等事業の交付上限額

(４)水道広域化に関する地方財政措置（総務省の公表資料より）

〇広域化に関する事業に係る地方財政措置の拡充

・一般会計出資債（地方負担額の１／２）の元利償還金について、60％を普通交付税措置

国庫補助金
※国庫補助率は原則、事業費の１/３

一般会計出資債
地方負担額の１/２

水道事業債
地方負担額の１/２

地方負担額

60％

普通交付税措置

施設整備計画６



100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

2022年度 2032年度 2042年度 2052年度 2062年度

供
給
単
価
（
円
/㎥

）

事業統合 ⻑野市 千曲市 上田市 企業局

（令和4年度） （令和14年度） （令和24年度） （令和34年度） （令和44年度）（令和54年度）
2071年度

【結果】
全ての事業体で、事業統合した
場合の方が、単独での事業運営
より供給単価が低い（値上げを
抑制できる）結果となった

水道事業広域化による効果７

(１) 財政シミュレーション【供給単価の推移】

事業統合
（仮2026(R8))

事業統合 ⻑野市 千曲市 上田市 県企業局

※「供給単価」：水道水1㎥あたりの販売単価

Ｒ53年度
Ｒ４年度

事業統合個別経営

363.1 円

394.6 円213.4 円長 野 市

557.5 円175.1 円千 曲 市

394.2 円173.4 円上 田 市

384.0 円174,2 円県企業局

11
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※令和６年10月 第３回上田長野地域水道事業広域化協議会の論点整理より作成



基本計画（素案）８
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基本計画は、上田長野地域において事業統合による広域化を行う場合の、
業務運営、組織体制、財政運営などに関する基本的方針や事項をまとめ、
今後更なる検討を進める上での指針【別紙２】

(１) 基本計画とは

１ 業務運営の基本方針
1.1 総務・経理・営業関係
1.2 運転・管理関係
1.3 施設整備関係
1.4 危機管理
1.5 官民連携

２ 組織体制・職員の基本方針
2.1 組織体制
2.2 職員

３ 財政運営・水道料金・一般会計繰出金の基本方針
3.1 財政運営
3.2 水道料金
3.3 一般会計繰出金

４ 広域化の時期・近隣水道事業体との広域連携の基本方針
4.1 広域化の時期
4.2 近隣水道事業体との広域連携

５ その他の基本方針
5.1 下水道事業
5.2 第三者との協定等

※令和６年10月 第３回上田長野地域水道事業広域化協議会の論点整理と基本計画（素案）より作成



今後のスケジュール（案）９

令和７年度第１回（第５回）協議会
令和７年７月14日 開催
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※ 令和７年２月１日 第４回協議会 資料１ Ｐ15

令和７年度～令和６年度
年
度

７ ～６５４３２１121110月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

企

業

団

設
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内 容項 目

上田長野地域水道事業広域化協議会名 称

上田長野地域における水道事業の統合を目指し、企業団設立に向けた検討、協議を行う目 的

長野市、上田市、千曲市、坂城町、長野県構 成 団 体

・企業団規約に関すること

・広域的事業の運営計画(組織・職員体制、業務・財政運営、施設整備、情報システム整備
等)に関すること

・ 住民理解を得るための広報に関すること

協 議 事 項

【構成員】 長野市長、上田市長、千曲市長、坂城町長、長野県公営企業管理者協 議 会

組
織
体
制
等

【構成員】（長野市）上下水道事業管理者、上下水道局長（上田市）上下水道局長
（千曲市）建設部長（坂城町）建設課長（県）公営企業管理者

幹 事 会

【構成員】 各団体から規模に応じ派遣 計10人

【設置場所】上田駅前ビル 「パレオ」（上田市所有施設）

【費用負担】協議会の事務に要する費用は、構成団体が負担

事務局等

令和６年４月８日設 置 時 期

上田長野地域水道事業広域化協議会の組織体制（参考）11

協議会の組織体制
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令和７年度


